	ある人弓を射ることを習ふに（徒然草　第九二段）


	ある人、弓射る事を習ふに、
	あるひとが、弓を射ることを習うときに、

	もろ矢をたばさみてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まと),的)に向ふ。
	二本の矢を手にはさんで的に向かった。



	師のいはく、「初心の人、二つの矢を持つ事なかれ。
	先生が言うには、「習いはじめの人は、二本の矢を持ってはならない。

	後の矢を頼みて、始めの矢になほざりの心あり。
	二本目の矢をあてにして、一本目の矢にいいかげんな気持ちが出る。

	毎度、ただ、得失なく、このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひとや),一矢)に定むべしと思へ」といふ。
	毎回ただ失敗することなく、この一矢で決めようと思え。」と言った。

	わづかに二つの矢、師の前にて一つをおろかにせんと思はんや。
	たった二本の矢、先生の前でいいかげんにしようと思うだろうか。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けだい),懈怠)の心、みづから知らずといへども、師これを知る。


	なまけゆるむ気持ちは、自分では気づかなくても、先生はそれを見抜いている。

	このいましめ、万事にわたるべし。
	このいましめはあらゆることに当てはまるだろう。


	道を学する人、夕にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あした),朝)あらん事を思ひ、朝には夕あらん事を思ひて、
	道を修行する人は、夕方にはまた翌朝があることを思い、朝になればまた、その日の夕方があることを思って、


	重ねてねんごろに修せんことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),期)す。
	あとでもう一度入念に学ぼうとして、次回を当てにする。

	いわんや、一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せつな),刹那)の中において、懈怠の心ある事を知らんや。
	まして、わずかに一瞬の中にゆるんだ心の起こっていることに誰がきづくであろう。

	何ぞ、ただ今の一念において、直ちにする事のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はなは),甚)だEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),難)き。
	現在の一瞬において、ただちに実行するということがどうしてこんなにも難しいのであろうか。


